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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

２. 営業収益には、売上高及び営業収入が含まれます。 

３. 営業収益には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第34期 

第３四半期連結
累計期間 

第35期 
第３四半期連結 

累計期間 
第34期 

会計期間 

自平成24年 
３月１日 

至平成24年 
11月30日 

自平成25年 
３月１日 

至平成25年 
11月30日 

自平成24年 
３月１日 

至平成25年 
２月28日 

営業収益（百万円）  140,182  162,331  188,350

経常利益（百万円）  15,784  17,548  19,760

四半期（当期）純利益（百万円）  8,289  10,973  10,970

四半期包括利益又は包括利益（百万円）  9,782  14,579  14,969

純資産額（百万円）  90,439  104,134  96,050

総資産額（百万円）  113,620  138,614  119,360

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  309.39  413.47  409.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） 
 308.23  411.84  407.90

自己資本比率（％）  78.0  73.1  78.3

回次 
第34期 

第３四半期連結
会計期間 

第35期 
第３四半期連結 

会計期間 

会計期間 

自平成24年 
９月１日 

至平成24年 
11月30日 

自平成25年 
９月１日 

至平成25年 
11月30日 

１株当たり四半期純利益金額（円）  131.75  168.56
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当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用関連会社）が営む事業

の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

  

  

  

２【事業の内容】
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  当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

  

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持分

法適用関連会社）が判断したものであります。 

  

（１）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、ユーロ圏や米国が牽引し、景気回復が顕著となってまいりまし

た。2013年７-９月期のＧＤＰ成長率は、ユーロ圏が前期比＋0.1％となり、２四半期連続のプラス成長となりまし

た。また、米国は前期比＋2.8％となり１年ぶりの高い水準の伸びを示しました。これら欧米の景気回復に伴い、輸

出が持ち直した中国をはじめアジア各国において高い成長が継続いたしました。 

また、国内では2013年７-９月期のＧＤＰ成長率が年率換算1.9％となり、４四半期連続のプラス成長となりまし

た。これまで高い経済成長を支えてきた個人消費が前期比＋0.1％に留まる一方、消費税引上げ前の駆け込み需要が

見られた住宅投資は前期比＋2.7％となり、内需の拡大を牽引いたしました。 

このような状況の中、当社グループは“「感じ良いくらし」を実現する企業”として、『ムダをなくす取組み（廃

棄物削減）』『天然資源の保全』『安心・安全への配慮』『絆を大切にする活動』『温暖化への配慮』といったテー

マを軸に、より良い商品の開発、店舗数の拡大に努めてまいりました。 

当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、次のとおりであります。 

営業収益     百万円（前年同期比 ％増） 

売上高     百万円（前年同期比 ％増） 

営業利益     百万円 （前年同期比  ％増） 

経常利益     百万円 （前年同期比 ％増） 

四半期純利益   百万円 （前年同期比 ％増） 

国内直営事業及びアジア地域事業を中心に売上高が伸長したことにより、過去最高益を更新いたしました。  

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 国内直営事業 

国内直営事業のうち、直営店の売上高は前年同期に比べ6.2％増加したことに加え、ＷＥＢの売上高が前年同期

に比べ12.9％の増加となり、高い伸びを示しました。 

代表的な商品として、衣服・雑貨部門では、「ウールシルク」「ウールカシミヤ」「首のチクチクをおさえたタ

ートルネックセーター」各シリーズのニット類、生活雑貨部門ではこたつや羽毛布団などの防寒商品類、食品部門

では、メディアでも多く取り上げられた「レトルトカレー」シリーズが中心となり、売上を牽引しました。 

出退店は、17店舗の出店、７店舗の退店を実施し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、272店舗となりま

した。 

この結果、国内直営事業の営業収益は 百万円（前年同期比6.9％増）、セグメント利益は 百万

円（同6.0％減）となりました。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

1,623億31 15.8

1,619億25 15.9

161億95 6.7

175億48 11.2

109億73 32.4

1,006億22 102億62
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② 国内供給事業 

一般供給先店舗及び西友店舗は、店頭売上高が前年同期に比べて1.7％の増加となったことにより供給売上高も

伸長いたしました。 

出退店は、３店舗の出店、４店舗の退店を実施し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、116店舗となりま

した。 

この結果、国内供給事業の営業収益は 百万円（同1.7％増）、セグメント利益は 百万円（同14.4％

減）となりました。 

  

③ 欧州地域事業 

マクロ市況の影響を受けたことにより、イタリアの売上が回復の兆しを見せる一方、フランスの売上が低下傾向

となりました。 

出退店は、４店舗の出店（うち２店舗は供給店）、３店舗の退店（うち２店舗は供給店）を実施し、当第３四半

期連結会計期間末の店舗数は60店舗となりました。 

この結果、欧州地域事業の営業収益は 百万円（同25.9％増）、セグメント損失は 百万円（前年同期

は62百万円の損失）となりました。 

  

④ アジア地域事業 

新店、既存店ともに好調な中国の伸長に加え、前期に在庫過多で差益率を低下させたその他アジア各国の在庫が

適正水準となったことにより、売上高及び売上総利益が大きく上昇いたしました。 

出退店は、22店舗の出店と３店舗の退店を実施したことに加え、2013年１月に当社連結子会社が、供給先企業か

らタイ王国にある９店舗の事業譲渡を受けたことにより、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は122店舗となり

ました。 

この結果、アジア地域事業の営業収益は 百万円（同79.2％増）、セグメント利益は 百万円（同

114.1％増）となりました。 

  

⑤ その他地域事業 

その他地域のアメリカ合衆国では、出店に伴うメディアへの情報発信などにより認知度も高まり、既存店も好調

に推移いたしました。 

出退店は、２店舗の出店を実施し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は７店舗となりました。 

この結果、その他地域事業の営業収益は 百万円（同81.2％増）、セグメント利益は 百万円（同10.9％

減）となりました。 

  

⑥ その他 

アジア地域でライセンスト・ストアを展開する国における出退店は、３店舗の出店に加え、前述したタイ王国で

の９店舗の事業譲受（アジア地域事業への区分変更）により、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は42店舗とな

りました。また、当社の事業である飲食事業は、好調な既存店に加えて２店舗の出店を行い、２桁増収となりまし

た。 

この結果、営業収益は 百万円（同46.8％増）、セグメント利益は 百万円（同104.4％増）となりま

した。 

  

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

（３）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は７億47百万円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

209億98 17億22

65億41 １億29

233億64 20億84

15億57 46

92億47 27億53
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（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

当第３四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて、

重要な変更はありません。 

  

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ

百万円増加いたしました。これは主に、商品の増加 百万円、売掛金の増加 百万円によるもので

す。 

負債は 百万円と 百万円増加いたしました。これは主に、買掛金の増加 百万円によるもので

す。 

純資産は 百万円と 百万円増加いたしました。これは主に、利益剰余金の増加 百万円による

ものです。 

この結果、連結ベースの自己資本比率は、前連結会計年度末の78.3％から73.1％となりました。 

  

1,386億14

192億54 82億8 51億30

344億79 111億69 110億90

1,041億34 80億84 75億14

2016/08/04 22:24:4613958219_第３四半期報告書_20160804222415

- 5 -



①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  112,312,000

計  112,312,000

種類 
第３四半期会計期間末 
現在発行数（株） 
（平成25年11月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成26年１月８日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  28,078,000       28,078,000
東京証券取引所 

(市場第一部) 

単元株式数 

100株 

計  28,078,000  28,078,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 
（株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金 
増減額 
（百万円） 

資本金 
残高 
（百万円） 

資本準備金
増減額 
（百万円） 

資本準備金 
残高 
（百万円） 

  
 平成25年９月１日～ 

平成25年11月30日   
 － 28,078,000  －  6,766  －  10,075

（６）【大株主の状況】
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  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

   

②【自己株式等】 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年11月30日現在

 区分          株式数（株）  議決権の数（個）  内容 

無議決権株式  －   －   －  

議決権制限株式（自己株式等）  －   －   －  

議決権制限株式（その他）      －  －  －  

完全議決権株式（自己株式等） 
 普通株式 

         1,615,100
－  －  

完全議決権株式（その他）     
普通株式 

       26,440,100
      264,401  －  

単元未満株式 
普通株式 

         22,800
 －  － 

 発行済株式総数         28,078,000  －   －  

 総株主の議決権  －       264,401  －  

  平成25年11月30日現在

 所有者の氏名 

又は名称  
 所有者の住所 

 自己名義所有 

株式数（株） 

 他人名義所有 

株式数（株） 

 所有株式数の 

合計（株） 

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％） 

 株式会社良品計画 
 東京都豊島区東池袋

四丁目26番３号 
   1,615,100 －    1,615,100  5.75

 計      －  1,615,100 －    1,615,100  5.75

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。  

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年９月１日から平

成25年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,563 23,422

受取手形及び売掛金 6,092 11,222

有価証券 10,023 9

商品 27,106 35,314

仕掛品 74 208

貯蔵品 14 65

未収入金 5,168 8,526

その他 2,517 3,242

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 72,556 82,004

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 21,272 23,878

減価償却累計額 △12,601 △13,457

建物及び構築物（純額） 8,671 10,421

機械装置及び運搬具 1,917 2,018

減価償却累計額 △1,209 △1,344

機械装置及び運搬具（純額） 708 674

工具、器具及び備品 10,222 11,972

減価償却累計額 △7,570 △8,423

工具、器具及び備品（純額） 2,652 3,549

土地 1,324 1,350

リース資産 39 43

減価償却累計額 △34 △39

リース資産（純額） 5 4

建設仮勘定 874 4,803

有形固定資産合計 14,236 20,803

無形固定資産   

のれん 36 95

その他 4,077 4,494

無形固定資産合計 4,113 4,590

投資その他の資産   

投資有価証券 12,047 15,223

敷金及び保証金 15,230 15,505

その他 1,341 647

貸倒引当金 △164 △159

投資その他の資産合計 28,454 31,216

固定資産合計 46,804 56,609

資産合計 119,360 138,614
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,155 21,245

短期借入金 407 719

未払法人税等 4,446 2,717

賞与引当金 243 375

役員賞与引当金 73 56

返品調整引当金 46 －

ポイント引当金 － 36

店舗閉鎖損失引当金 19 50

その他 7,293 8,357

流動負債合計 22,685 33,558

固定負債   

役員退職慰労引当金 109 109

解約不能賃借契約損失引当金 50 55

その他 465 757

固定負債合計 625 921

負債合計 23,310 34,479

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,766 6,766

資本剰余金 10,116 10,118

利益剰余金 80,207 87,721

自己株式 △3,927 △6,906

株主資本合計 93,163 97,700

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,192 2,816

為替換算調整勘定 △870 858

その他の包括利益累計額合計 322 3,674

新株予約権 310 334

少数株主持分 2,254 2,425

純資産合計 96,050 104,134

負債純資産合計 119,360 138,614
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年11月30日) 

売上高 139,679 161,925

売上原価 74,188 87,254

売上総利益 65,491 74,671

営業収入 502 406

営業総利益 65,993 75,077

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 2,819 2,559

配送及び運搬費 5,559 6,402

従業員給料及び賞与 14,001 16,116

役員賞与引当金繰入額 50 43

借地借家料 14,463 16,510

減価償却費 2,268 2,954

ポイント引当金繰入額 － 36

その他 11,647 14,257

販売費及び一般管理費合計 50,810 58,882

営業利益 15,183 16,195

営業外収益   

受取利息 19 37

受取配当金 277 298

持分法による投資利益 79 218

為替差益 106 526

その他 130 312

営業外収益合計 614 1,393

営業外費用   

支払利息 4 13

自己株式取得費用 － 23

その他 7 3

営業外費用合計 12 40

経常利益 15,784 17,548

特別利益   

受取和解金 － 156

特別利益合計 － 156

特別損失   

固定資産除却損 71 172

投資有価証券評価損 1,625 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 46 35

その他 14 －

特別損失合計 1,758 208

税金等調整前四半期純利益 14,025 17,496

法人税等 5,750 6,495

少数株主損益調整前四半期純利益 8,275 11,001

少数株主利益又は少数株主損失（△） △13 28

四半期純利益 8,289 10,973
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,275 11,001

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,383 1,623

為替換算調整勘定 112 1,904

持分法適用会社に対する持分相当額 11 50

その他の包括利益合計 1,506 3,578

四半期包括利益 9,782 14,579

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 9,745 14,325

少数株主に係る四半期包括利益 36 253
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 （減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。 

  

 （税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

 （ポイント引当金） 

 第１四半期連結会計期間より、ポイント制度導入に伴い、顧客に付与したポイントの利用に備えるため、将来

利用されると見込まれる額をポイント引当金として計上しております。 

 この結果、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ36百万円減少しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。 

  

【会計方針の変更】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自  平成24年３月１日 
至  平成24年11月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自  平成25年３月１日 
至  平成25年11月30日） 

減価償却費 百万円 2,376 百万円 3,047

のれんの償却額  0  9
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日） 

１．配当金支払額 

  

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日） 

１．配当金支払額 

  

２．株主資本の金額の著しい変動 

当社は、平成25年４月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得により自

己株式は、当第３四半期連結累計期間に2,979百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において6,906百万

円となりました。 

  

（株主資本等関係）

 （決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月23日 

定時株主総会 
 普通株式 1,473  55 平成24年２月29日 平成24年５月24日 利益剰余金

平成24年10月４日 

取締役会  
 普通株式 1,473  55 平成24年８月31日 平成24年11月１日 利益剰余金

 （決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月22日 

定時株主総会 
 普通株式 1,474  55 平成25年２月28日 平成25年５月23日 利益剰余金

平成25年10月１日 

取締役会   
普通株式  1,984  75 平成25年８月31日 平成25年11月１日 利益剰余金
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外供給事業、飲食事業、キャ

ンプ事業、住宅販売事業、調達物流事業及びＩＤＥＥ事業を含んでおります。              

２．セグメント利益又は損失の調整額△60百万円にはセグメント間取引消去△59百万円、のれんの償却額△０百

万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失）  

  該当事項はありません。 

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  該当事項はありません。 

  

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 

   

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

  

報告セグメント 
その他 

(百万円) 

(注)１ 

調整額 

(百万円)

(注)２ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額
(百万円)
(注)３ 

国内 
直営事業
(百万円)

国内 
供給事業 
(百万円) 

欧州 
地域事業
(百万円)

アジア 
地域事業
(百万円)

その他 
地域事業
(百万円)

計 
(百万円)

営業収益         

(1)外部顧客へ

の営業収益 
94,141  20,643 5,197 13,041 859  133,883  6,298  －  140,182

(2)セグメント

間の内部営業収

益又は振替高  

6  3 － － － 10  13,076 △13,087 －

計  94,147  20,647 5,197 13,041 859 133,894  19,375 △13,087 140,182

セグメント利益 

又は損失（△）  
 10,920  2,012 △62 973 52  13,896  1,347   △60  15,183
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注） １．「アジア地域事業」の区分は、MUJI RETAIL（AUSTRALIA）PTY LTDの設立に伴い、当第３四半期連結累計期

間よりオセアニア地域を含んでおります。 

        ２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外供給事業、飲食事業、キャ

ンプ事業、住宅販売事業、調達物流事業及びＩＤＥＥ事業を含んでおります。              

３．セグメント利益又は損失の調整額△546百万円にはセグメント間取引消去△537百万円、のれんの償却額△９

百万円が含まれております。 

４．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失）  

  該当事項はありません。 

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  該当事項はありません。 

  

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 

   

  

  

報告セグメント 

その他 

(百万円) 

(注)２ 

調整額 

(百万円)

(注)３ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額
(百万円)
(注)４ 

国内 
直営事業
(百万円)

  

国内 
供給事業 
(百万円) 

  

欧州 
地域事業
(百万円)

  

アジア 
地域事業
(百万円)
(注)１ 

その他 
地域事業
(百万円)

  

計 
(百万円)

営業収益         

(1)外部顧客へ

の営業収益 
    

100,622  20,998 6,541 23,364 1,557  153,084  9,247  －  162,331

(2)セグメント

間の内部営業収

益又は振替高  

13  4  － － － 17  20,452 △20,470  －

計  100,636  21,002 6,541 23,364 1,557 153,101  29,699 △20,470 162,331

セグメント利益 

又は損失（△）  
 10,262    1,722 △129 2,084 46  13,987  2,753 △546  16,195
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。 

  

  

 取得による企業結合 

 当社は、平成25年12月18日開催の取締役会において、台湾無印良品股份有限公司を子会社化することについて決

議を行い、平成25年12月19日付で株式譲渡契約を締結し、平成26年１月６日に株式取得を完了しております。 

１．企業結合の概要 

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称 ： 台湾無印良品股份有限公司 

事業の内容       ： 台湾における「無印良品」の販売 

（2）企業結合を行った主な理由 

 更なる海外事業の強化を推進する上で重要なエリアである台湾、中国、香港各法人間の連携強化と効率化

を図るため。 

（3）企業結合日 

平成26年１月６日 

（4）企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得 

（5）結合後企業の名称 

変更ありません。 

（6）取得した議決権比率 

株式追加取得直前に所有していた議決権比率    49％  

企業結合日に追加取得した議決権比率       51％ 

取得後の議決権比率               100％ 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価とした全株式取得を行ったことによります。 

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 
至 平成24年11月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 
至 平成25年11月30日） 

(1）１株当たり四半期純利益金額 円 銭 309 39 円 銭 413 47

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  8,289  10,973

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  8,289  10,973

普通株式の期中平均株式数（千株）  26,793  26,540

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 円 銭 308 23 円 銭 411 84

（算定上の基礎）     

四半期純利益調整額（百万円） － － 

普通株式増加数（千株）  100  105

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－ － 

（重要な後発事象）
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２．被取得企業の取得原価及びその内訳 

（注）当該取得原価は調整される可能性があります。 

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

 現時点では確定しておりません。  

４．段階取得による損益 

 段階取得に係る差益が3,500百万円発生する見込みとなっております。  

  

  

平成25年10月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額 ……………… 1,984百万円 

(ロ）１株当たりの金額 …………………………… 75円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……… 平成25年11月１日 

 （注）平成25年８月31日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。 

  

取得の対価 
株式追加取得直前に保有していた「台湾無印良品股份有限公

司」の株式の企業結合日における時価 
百万円4,875

  企業結合日に追加取得した株式の取得原価 百万円5,075

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等  百万円35

取得原価（注）  百万円9,985

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社良品計

画の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年９月１日から平成

25年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社良品計画及び連結子会社の平成25年11月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。 

  

強調事項 

 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成25年12月18日開催の取締役会において、台湾無印良品股份有限公

司を子会社化することについて決議を行い、平成25年12月19日付で株式譲渡契約を締結し、平成26年１月６日に株式の取

得を完了した。  

 当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成26年１月７日

株式会社良品計画 

取締役会 御中 

有限責任 あずさ監査法人 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 大谷 秋洋  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 宮下 卓士  印 
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利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

 （注） 1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

 2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。  

2016/08/04 22:24:4613958219_第３四半期報告書_20160804222415


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】
	２【経営上の重要な契約等】
	３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【ライツプランの内容】
	（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（６）【大株主の状況】
	（７）【議決権の状況】 

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期連結財務諸表】 
	（１）【四半期連結貸借対照表】 
	（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
	【四半期連結損益計算書】 
	【四半期連結包括利益計算書】 


	２【その他】


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	四半期レビュー報告書



